
 

 

 

 

 

 

青年海外協力隊 平成 26 年度第 4次隊 氏名:佐藤結香 職種:医療機器 派遣国:ウガンダ 

 

最近、毎日があっという間に過ぎていくように感じる。気が付けば週末。一日一日を大切に過ごしていきたい

と思う。 

今回の「Mpola mpola なムベンデ便りNO,6」では、油は冷えると固まる、病院に珍客？！パート 3、ある日の

病院を紹介する。 

 

①活動 

油は冷えると固まる 

ある日、「Yuka！滅菌器から水が出ないんだ。点検してくれ！！」と Main Theater Staff からこんな依頼が来

た。水の入れ忘れや電源スイッチを入れていない、そもそも停電で使えない状態、など原因となりえることを

考えながら Main Theater へ行き、早速チェック。しかし想定していた問題はどれも見つけられなかった。と

なると内部の問題かなと考えていた。ふと、ドラム内を触るとベタベタする。嫌な予感。。。懐中電灯の明かり

を照らして見て思わず「ギャー！！！」と叫ぶ。それが下の写真。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑黄色の油のような塊が。。。① 

水が出る場所にも黄色の塊が。。。② 

 

すぐにＩｎ‐Ｃｈａｒｇｅ Ｎｕｒｓｅ(看護師長さんのような役職)を

呼んで、この中に何を入れたか聞いた。 

Ｎｓ「ワセリンを塗ったガーゼを滅菌しようと思って」 

私「いつもやっていた？」 

Ｎｓ「今日が初めてよ」 

私「ワセリンって熱に弱いことは知っている？油みたいなもの

だから熱を加えると溶けるし、冷えると固まるんだよ？滅菌

する時は何か容器に入れないと。」 

Ｎｓ「知らなかった」 

私「初めてやることだからメンテナンス部スタッフに一度確

認しようとは思わなかったの？」 

Ｎｓ「すぐに使いたかったし溶けるなんて思わなかった

の。。。冷えたら固まるなんてことも知らなかった。そんなこ

と誰も教えてくれないじゃない！！」 

言いたいことや聞きたいことは沢山あったけれど、これ以上

言うと看護師さんの機嫌を損ね、言い争いになってしまうと

思い、ぐっとこらえる。 

① 
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②珍客来院？！パート 3 

やってきました！！珍客シリーズ(笑)。今回はとても可愛い？！珍客を紹介。 

夕方、仕事も落ち着き病院のアスカリさん(現地語で警備員という意味)と談笑していたとき何だか左手がくす

ぐったい。左手を見ても何もない。話を再開してしばらくすると今度はアスカリさんがくすぐったいと言って手

を出してきた。よーく見てみるとなんと子供のカマキリ！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とにかく外せるパーツを外して綺麗に掃除をしてい

く。他のスタッフには熱湯と洗剤を用意してもらい、私

が外したパーツを洗ってもらった。すると看護師長さ

んも一緒に洗い出した。 

Ｎｓ「Ｙｕｋａ、ごめんなさい。今度から分からないことは

必ず聞くようにするわ」 

私「私は怒ってないよ。分からないなら聞いて欲しか

った。私は分からないから聞いたことを怒らないよ。む

しろ嬉しいからね！！」 

 

水の通り道が全てワセリンで塞がってしまっていた為、

全て分解してピンセットや綿棒を使い取り出す。何度も

熱湯と洗剤で洗い油のベトベト感を取り除く。オペが終

わったドクターや学生達も手伝ってくれたおかげで無事

に綺麗にすることができた。 

 「分からないなら聞く」当たり前のことだけど難しい。で

もこの事件以降、Main Theater の staff から沢山の質問

が来るようになった。それがとても嬉しかった。 

嬉しいあまりに聞かれていないことまで教えてしまい、

「Yuka の話は長い！！」と言われることも。。。（笑） 

私「ウガンダにもカマキリがいるんだね！小さいのは可愛いよね！」 

アスカリさん「Yuka！ゴキブリはダメなのにカマキリは平気なのか？」 

(何故か病院スタッフはゴキブリ嫌いを知っている) 

私「小さい虫なら平気。ゴキブリは小さくても見た目と動き方がダメ

なんだよ！！」 

アスカリさん「ウガンダ人と結婚すればゴキブリだって平気になる

ぞ！！！いい奴を紹介するぞ！」 



 

 

 

③ある日の病院で 

病院のCarpenter さんが何やら作業中。そっと覗いてみてた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは Engrave の作業中。ウガンダの病院では全ての医療機器、イス、机、ベッドなどありとあらゆる物に病

院・病棟・番号が刻まれている。ひとつひとつ手作業で刻まれているが慣れたものであっという間に 30 個近

い椅子の engrave を終えた。 

私「次に新しい椅子が来たら番号は続きから始まるんだよね。ひとつひとつ管理してすごいな！」 

Carpenter さん「次に来たらまた 1からスタートだよ！」 

私「えっ？！じゃあ番号の意味は？」 

C「さぁね。そんなの考えたことないから分からないよ！Engrave をやらなくちゃいけない決まりだからね。」 

私「。。。。。」 

確かに、医療機器の Inventory を作成している時に同じ医療機器で同じ番号のものがあるなぁと思っていた

がそんな理由だったとは(苦笑)。細かいことは気にしないウガンダ人、でも決まりは守るウガンダ人、何だか

憎めない。 

 

 

 

 

 

 

私「。。。そ、そうだね(苦笑)。考えておくね！！」 

任期も1年をきり、何かにつけては病院スタッフが結婚相手を紹介してくれることが多くなった(笑)。今の

ところ全て丁重にお断りしている。 


